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1.考察背景

日中の「茶j に関する諺に見る取り合わせ語句の対照比較考察

中国中央財経大学外国官学院王雪

広島大学留学生センター浮田三郎

諺は占会くから言い慣らわされ、日常生活の真理を凝縮した簡潔な表現である。諺は庶民生活

の体験的な知恵から生み出されたものが多いが、古典に含まれた格言や故事などから出て、い

つのまにか俗間に流布したものも含まれる。諺にはさまざまな比伶表現が含まれている。そし

てそこには、ある事物とある物事(語句)を取り合わせた表現が織り込まれており、そこに人々

のことば遊びの知恵のようなものから人生哲学的な考え方の結晶といったものまで見ることが

できる。関本(1983: 26)は、「諺は、簡潔で、しかも含蓄のある表現の中に、庶民の生活の知

恵を盛り込んだものであり、そこでは少ない単語で大きい効果をあげるために修辞法上のさま

ざまの技法が用いられている」と述べている。日中両言語の諺から見た取り合わせ語句を対照

比較してみると、両国民がどんなことに関心を持っていたかということを認識することができ

る。

以前「酒に関する諺」の対照比較考察を試みたが (cf.王雪・浮田三郎， 2011)、「茶」に関し

でも、日中両国の関係やそれぞれの茶の発展には興味深いものがある。買悪宣(1998:198-202) 

は、茶の起源、広がり、東伝なと守について、次のように書いている

茶は中国に起源があり、神農の時代に飲茶が始まったといわれている。二千年余り前、中国

では茶木栽培が始まった。三世紀ごろには、雲南・四川一帯では茶栽培が相当普及していた。

五世紀に飲茶の習俗は南方から徐々に北へ向かい、 七世紀には西北、チベットに伝わった。唐

代の茶聖陸羽が著した「茶経」には、茶の飲用は神農に始まると記され、「神農氏草経」には

茶の効用について、神農は百草を噌んだがある日七十二毒に遭い、茶を飲んで解毒したとあり、

中国では四丁今年前にすでに茶を飲んで耐を治した人がいた。茶の飲用は周秦に始まり、まず上

層級、次に徐々に一般の人々に広まり、漢代には民聞の飲茶の風俗はすで、に盛んになっており、

茶を入れる技芸が研究され始めた。漢の宣武帝の時代、王褒の撰した『憧約」には茶道具につ

いての記述がある。唐の全盛期には飲茶の風習はどh固に広がり、茶の丈化として最盛期に向か

い始めた。生老病死、婚礼、葬式、交際等はみな茶と切っても切れないものとなった。中国の

茶は奈良時代に日本に伝わった。日本の『茶経』注釈書である『茶経詳説』によれば、天平λ

年 (729)聖武天皇が官中に僧侶百人を招いて大般若経を講義させた折り、翌日文武百官に茶

を贈った。天平勝宝λ年 (749)孝謙天皇は奈良の東大寺に五千人の僧侶を招集し、慮遮那仏

1官同蒋・馬興困編(1998)r日中文化交流史叢書 第5巻民俗』の中の第一一章「飲食の民俗」は買忘萱によっ

て、書かれたものである， 163-212ページを参照J
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の前で読経し、やはり茶を贈って慰%かした。その時の茶はいうまでもなく中国から伝来したも

ので、大変珍しく貴重なものであった。宝亀年間 (770一780)、阿明寺の禅侶永忠は遣唐僧とし

て中国に渡り、三十年間生活し、六十三歳の時、茶木の実を日本に持ち帰り、比叡山山麓の坂

本に植えた。八O六年六月、朝迂に上書し、斎日には茶を飲むことを願い問、大唐の風俗を認

めさせた。『日本後紀』によれば、弘仁六年 (815)四月二十二日、琵琶湖畔の党釈寺に近江行

幸の嵯峨天皇を迎えに赴いた永忠は、向ら茶を¥;てて進上した。嵯峨天皇は永忠の献上した茶

を褒め、二ヵ月後、近江・近畿・播磨等の地に植木を植えるよう命じ、毎年収穫した茶菓は天

皇への献上品とされた。

また、布目(1998: 249) は、 I1県峨・淳和両天皇のころ (809-833)、唐風丈化の盛行と共

に、天皇はじめ貴族層にかなりj芝透した喫茶は、その後、国風文化の時代に移行すると、だん

だ、ん衰退してしまったようである」と述べ、さらに、「十二世紀末に、栄西は中国から茶種を

持ち帰って飲茶を再興し、『喫茶養生記」を著わし、仏寺や武家層にも飲茶を普及させた。そ

の中でとくに禅院においては、飲茶が座禅の時の飲料としてだけでなく、仏教行事の中に儀礼

として取り入れられ、飲茶の儀礼化はやがて十六世紀後半に重って下利休による茶道の成¥;ーへ

の一つの道を聞くことになった」と指摘している。このように、日本は、中国の影響を受け、

さらに独自の発煙、で茶文化を大いに発展させている言える。

本稿では、両言語の諺に見られる取り合わせ語句を対照比較考察することによって、両言語

の諺に見られるそれぞれの言語社会の背景、生活様式、風俗、文化を、そしてそれを背景にし

た表現の特徴と類似点や相違点を明かにすることを目的とする。また、それにより、我々がそ

れぞれ両言語の表現の豊かさに注Hするだけでなく、諺の意味解明や、諺の内層的な意味の理

解をさらに深めることができるようになればと思う。

2.考察対象と方法

まず、日本語の諺の用例は『故事・俗信ことわざ大辞典Jl(尚学図書編集、 1981)を資料に、

諺を取り出す。『故事・俗信大辞典』は専門事典としてこれまでにみられない規模のものとな

っている O 会方、中国語の諺は、温端政などが編集した「中国諺活大全Jl(2004) を中心に、

諺の用例を取り出した。この辞典は、約十万項目の諺を集録している。中国の現代諺辞書にお

いて、諺の数で最も規模の大きい諺辞典である O その中で、日本語の「茶」に関する諺を TJ

という符号をつけ、 168句を抽出し、中国語の「茶」に関する諺を TCという符サをつけ、 111

句を抽同した。「茶」は日中両国の国民にとって、最も身近に感じ、日常生活の中でよく飲ま

れるものであり、これらの諺に見られる表現の仕方を見てみると、普段人々が考えている生活

の知恵や教訓も窺える。考察方法として、両言語の「茶」に関する諺に現れる語句は事項別に、

動植物、衣食住、人、時空、身体、抽象及び行為の六項目に分けて、それぞれ諺の中でどのよ

うに使用されているかを検討してみる。また、両国の国民にどのような言葉が使われる表現が

親しまれているかということも明らかになる。
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3.両言語の「茶」に関する諺に見られる取り合わせ語句の特徴

諺の中で、様々な取り合わせ語句が諺の中で現われることから、人聞がこれらの諺を創作す

る時、大切に思ったり、親しんだ、りしていることがどんなことであるかが窺える。具体的に今

回の分析にあたり、諺に両言語の各項Hを表わす取り合わせ語句の特徴は、共辿するところも

あれば、相違するところもある。

3. 1 動植物を表す語句

(日)TJ1 r通も茶を飲む」

(中)TC1 r蚕是白老虎，茶是m老虎J(蚕は白い虎であり、茶は黒い虎である)TC2 r小虫変大夫J(小さな虫

が大きな災難になる)TC3 r隔夜茶，毒u蛇J(一夜越しの茶は蛇より毒がある)TC4 r立夏茶，夜夜老，小i前

后茶変主J(立夏;の茶、毎晩古くなり、小i両の後、茶は草になる)TC5 r茶叶好比吋反主，日日釆来イ主仏CPJ;J (茶

の葉は時機の草であり、毎日摘み毎晩妙める)TC6 r茶叶本是吋辰主，甲三H是主，氾三H是主J(茶の葉は元々

時機草、三H上浮くなると宝になり、三円遅くなると草になる)

動植物を表わす語句に関しては、日本語の諺では、「猫」だけを取り上げ、動植物を表わす

取り合わせ語句はほかにないことが分かる。中国語の諺では、「虎」、「虫」、「蛇」、「草」等を

取り上げ、動植物を表わす取り合わせ語句が多いことが見られる。日本語の諺では、「猫」が

茶を飲むことは向分に相応しくないことをするようなことであると述べている。中国語の諺で

は、「虎」の勢いで茶の生長を喰えている。蛇の特徴を利用し、茶が蛇より毒があると述べて

し、る。

3.2 衣食住を表す語句

3.2.1衣

(日)TJ2 r主主主は長持ちから、茶はカンスから」

TJ3 r迫づ|き照草に杵し{、lけ茶」

3.2.2食

(一)茶の葉

(日)TJ1 r杢主が立っと縁起がよいJTJ5 r杢主が立っと子ができるJTJ6 r杢主が立っと来客があるJTJ7 r手

についた石油の臭いは主0)主をね'tし、た煙をあてると消えるJTJ8 r杢盈も肥やしになる」

(中)TC6 r茶叶本是吋)民草，半三日是宝，)!S三日是草」

(二)茶の味

(日)TJ9 r遣と五目の毒気の薬JTJ10 r還と至を飲むと色の黒い子が生まれるJTJ11 r盤査を飲めば嶺が濃

くなるJTJ12 r主とよ主を飲めば色が黒くなる」

(中)TC8 r依街中倦怠，香畑伴失眠JTC9 r依茶解i丙JTC10 rj衣茶猛畑，少前十午JTCll r京食消茶，爽は爽

心JTC12 r消茶杯在子，能解疾病与枕必JTC13 r消茶色杯，親需無間」

(三)茶の品種
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(日)T]13 r仲人にはお茶の代わりに且主主2を刊すJT]14 r鬼も|八、孟ZE3も同花」

(中)1C11 r吃夢卜，喝長茶，大夫急、得i商社JJi1eJ 

1C15 r没茶筒人，差茶j台病J1C16 r長茶治州，糖当主和白J1C17 r喝f碧螺1J，精神増三分J1C18 r喝栢

室主，余味元秀 njf栢建戎，余音療銭J1C19 r盆主爽は，主主主醇岸J1C20 r盆吐主工懐泣， 七泡有余香J1C21 r主

主革主主主主， il司庭湖'1'，g中主J1C22 r迫五島五4且亘主， TNィート回目的主且主J1C23 r草草高不7干盆巴，英雄

南小7干強弓」

(四)茶を飲む時間

(日)T]15 r監査に梅干を食らえばー刊の災難を免れるJT]16 r盟主に別れるなJT]17 r監査は七里一帰って色

飲めJT]18 r監査はその刊の祈紡JT]19 r盟主を飲むとその刊の難を逃れるJT]20 r監査の出」

(中)1C21 r半茶H船内J1C25 rj肯早茶色杯，金務中高魁J1C26 r消長 杯茶，俄死実的家」

(五)食べ物や調味料

① 茶と飯

(日) T]21 r魁へ多く茶を掛けるととの好きな者は実;蛍がなし、JT]22 r朝塾に汁をかけて食うと刊世できぬ」

T]23 r御強御飯にお茶をかけて食べると結婚式に1;11が降るJT]21 r熱し、ご飯にお茶をかけて食べてはいけない」

(中)1C27 r茶仮依吋人長内，按吋施肥田l文字千J1C28 r茶仮宜治淡，少盆少疾病J1C29 r茶尖ijiljJ孟仮中I可」

②茶漬け

(日)T]25 r朝、五ヰ!1を食って仕事に同ると怪孜をするJT]26 r強飯を草ヰ!1にして食うと嫁入りのとき

雨が降るJT]27 r朝腹に茶漬けJT]28 r玄関のお茶漬けを食うJT]29 r拘き臼で茶漬け食うJT]30 r茶漬けに

呑の物JT]31 r主主!1に健(ひしと)の望みJT]32 r松白IJの殿様緋で主主ヰ!1JT]33 r麦飯のとうとの草草!1J

T]31 r有馬の査車l1JT]35 r遠州の{可なら宝生ヰJT]36 r大橋の杢直ヰJT]37 r京の主主主i土」

③ 調味料、その他

(日)T]30 r茶漬けに香の物JT]31 r茶漬けに鰻(ひしこ)の望みJT]32 r松前の殿様緋でお茶漬けJT]33 

「麦飯のふ')::の茶漬けJT]38 r元日の朝お茶に盤工に入れて谷むと一年巾の災難を免れるJT]15 r朝茶に握

手を食らえば一日の災難を免れるJT]39 r担呈2査2盟を茶に入れて食うと口が臭くなるJT]40 r主主2工さ

いさいJT]41 r主丘二乙煎ると心が分かるJT]42 r且且を茶で食うJT]43 r七五コの玉且主もお茶一杯JT]44 r且

を食って茶を飲むと牒が抜ける」

(中)1C11 r吃主上，喝差当主，大夫急、得i両社JJ隠J1C23 r時茶高不汁韮且，英雄高不汁攻弓J1C30 r茶没韮， ;1< 

「昆布茶」とは、コンブを乾燥させ細かく主'Jんで粉末状にしたものに湯をそそいで飲む飲料であるけ軽く塩味をつけた物や、あ

られを配合した物、玉E容を加えた物もある。

「需茶」は、緑茶の一種であるc その製法は茶とほぼ同一であるが、原料として、夏以降に収慢した茶袋(-'需茶・同高茶)・

次期の栽培にInJけて校を盤JI'ましたときの茶葉(秋冬番茶)・煎茶の製造工程ではじかれた大きな葉などを刈いているい

「手L茶」はモンゴノレ族が一度の食事に欠かせない茶である手L茶J[土煉丸茶を砕し、てから鉄川に人れ、木を加えて|分ほど斎るc

茶が上く出たところへあらかじめ煮ておいた干乳の鍋に杉し、指を加えれば出来卜がりである。
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般」

(六)噌好品

(日)TJ3 r袖づ|き盟主に杵し十Jけ茶JTJ45 r遇盟も茶よりは勝るJTJ46 r童盟も茶より勝り醜婦も空房より

はすぐれたり」

(中)TC21 r半茶晩i丙JTC31 r茶七仮八柄加倍JTC32 ri昔杯茶，満杯j丙JTC33 ri阿南敬人，茶渦紡人JTC31 r客

到茶畑起JTC35 r吋新茶叶隊年柄JTC36 r柄吃尖杯，当主吃二金JTC37 r吸畑敗失，喝当主喝出JTC38 r不喝隔伐

茶，不喝辻量盟JTC39 r仮后飲茶助消化，盟后飲茶能解酔JTC10 r粗茶淡飯少喝盟， ミ定i百到九|九JTC11 r好

茶者不入iJ!'l楼JTC42 r畑単是宗主主，盟茶是%主主」

(七)茶の品質

(日)TJ47 rよい茶の飲み置き」

(中)TC13 r亙主敬上賀，盗主等常客JTC11 r亙差是十宝，主主堆草JTC15 r主主ミ杯，精神百倍JTC16 r亙

主一杯，不岡市医家JTC17 r亙主杯功心涼，好i七一公i両国香」

(八)茶と関わる場所

(日)TJ48 r酒は酒屋に茶は革具にJTJ49 r五星の餅も強し、ねば食えぬJTJ50 r主耳は!家読り所JTJ51 r子治

は歪豆、茶は縁所」

(中)TC48 r吃泊不遊主阜JTC49 r主主酒惰淡湖事JTC50 r五ti3剃失補， ì~見活肴前后 J TC51 r草草酒貯，没有

搬朋友的JTC52 r茶均;丙応段准汁」

(九)茶と茶具

(日)TJ52 r石山芸より五五土芸JTJ53 r石山切らんより杢且切れJTJ51 r着物は長持ちから、茶は主と三から」

TJ55 r五血を投げれば、綿で抱えよJTJ56 r五血と主些JTJ57 r主血の尻を手にイ、JけるJTJ58 r五血の巾の止

を綴石で回すよう JTJ59 r茶碗に筈を煮てると人が死ぬJTJ60 r茶rriBに筈を¥rてると不幸があるJTJ61 r茶碗

に水を入れ、主を|文字に乗せ、同方から飲むとしゃっくりが治るJTJ62 r五血を日11くと餓鬼が寄るJTJ63 r基

盤を叩けば哨(おし)になるJTJ61 r査直を宣で叩くと貧乏神が来るJTJ65 r茶を盟水に使えば書置きとなる」

(中)TC53 r茶是草、笠是宝JTC51 r韮通同pe，如乗折脚攻登高」、 TC55r主甚屋小排史上、尿長屋大政床下」

3.2.3 住

(日)TJ28 r主因のお茶漬けを食う JTJ66 r且且の巾でお茶を飲むと風邪が治るJTJ67 r茶は昌韮茸きほど飲

むJTJ68 r食 ~íiのお茶は壁下地洗うが如し」

まず、日本語の諺では、着物、袖など衣類の付属物と「茶」の取り合わせによって、背の遊

女の道楽形態が見られる O しかし、中国語の諺では、「茶」と取り合わせのある「火」に関す

る語句が見当たらない。

茶の葉に関し、日本語の諺では、「茶柱」、「茶の葉」、「茶殻」とそれぞれの役割などが、中

国語の諺では、「茶殻」だ、けが取り上げられている。茶の品種において、「昆布茶」と「番茶」

だけが見られ、茶の品種を述べる日本語の諺は数少ないと言わざるをえなし、0 今方、中国語の

諺では、数多くの茶の品種と中国の少数民族の茶を取り上げてし、る。両言語の諺で共通に見ら

れるのは、「朝茶」である。「朝茶」は両国の民衆に親しまれていることが窺える。また、食べ
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物や調味料では、日本語の諺では、ギ食「飯」以外、漬物「香の物」、海の魚「俳」、「鮭」と

果物などが見られ、中国語の諺では、飯、調味料、特に堀、また人参などが見られる。それぞ

れの固における特色のある食べ物と茶丈化の違いが見られる。

また、晴好品の中で、日本語の諺では、もてなしゃ会食などのときは「濁酒」や「薄酒」の

方が「茶」より好まれることを示唆しているが、「茶」も古くから中国でも日本でももてなし

のときなどに使用されている。特に、酒を好む人にとっては、「薄酒」でも、「茶」より「酒」

という考え方が窺えるが、日出」と「煙草」と「茶」で背から現代までの社会風呈が表わされ

ている。中国語の諺では、茶、酒、煙草は客を招待する時に、必ず使うものだと強調している。

茶の品質に関し、日本語の諺には「よい茶」だ、け出ているが、中国語の諺には「よい茶」、「悪

い茶」、「劣る茶」など正反対から茶を述べている。そして、茶と関わる場所に関し、両言語の

諺ともに、茶を飲む場所を指している。

茶と茶具に関し、日本語の諺では、茶をひく「茶臼」、茶を煮る「カンス」、茶を盛る器具「茶

碗」を取り上げ、しかも、「茶碗」とし寸言葉は諺の中で十一回も取り入れることによって、

最も日本人に親しまれる茶の器具も茶碗であることが窺える。中国語の諺では、茶の葉を盛る

「茶瓶」、茶の葉を盛るための器具に使う材料「拝」、茶を盛る「茶虹」を取り上げている。中

国人は茶の葉を盛る茶瓶にどんな材料Pが使われているかによって、その人が茶を重要視する度

合いも見られると考えてし、る。また、物事の価値は大小で見分けてはならないことを示唆して

いる。さらに、住居と茶の取り合わせで、忙しい様チ、人間生活の様々な側面と人聞の健康養

生を描いている。

3.3 人体を表す語句

(日)TJ69 rお初のお茶を飲むと早く且塁が山るJTJ70 r濃茶を飲めば量が濃くなるJTJ71 r飯の後に茶を飲

まぬと監に毛が生えるJTJ72 r病みiに茶を塗るJTJ73 r病むl..l.Iこ茶JTJ74 r病l..l.Iこ茶を塗ったような日和」

TJ9 r濃い茶は目の毒気の薬JTJ75 r茶を頭につければ頭痛が治るJTJ76 r茶の木の下を頬被りして通るよう」

TJ77 r茶阜も一時JTJ78 rお監で(が)お茶を沸かすJTJ79 r堕が茶を沸かすJTJ80 rそのiへ茶を飲むな」

TJ81 r沢庵の香の物を茶に入れて食うと口が臭くなる TJ11r茶の子煎ると心が分かる」

(中)TC56 r喝f茶，粘f3f;喝fi丙，粘f~J TC57 r常喝茶，少佐主JTCll r素食i青茶，爽旦爽止JTC19 r緑

茶爽は，紅茶醇岸JTC58 r冷茶俄;丙断腸丸JTC59 r月上子旦没有病，喝茶也会併起来JTC60 r喝fi令茶;1<.月上旦

宜|詰l鬼JTC61 r茶別多了奔~，消11M多了紡身J TC62 r宿腹目見茶人止慌，隔夜茶叶紡且且JTC63 r宿吐茶，人牛

↑荒 u量;茶，人易痩JTC64 r茶逢知己千杯少，壷'1'共地一片心」

日本語の諺では、「白髪」、「嶺」、「喉」、「目」、「頭」、「頬」、「口」としづ頭部を表わす語句

が多い。 方、中国語の諺では、「歯」、「日」、としづ頭部を表わす語句が少ない。逆に、日本

語の諺では、「腹」、「瞬」、「心」とし寸胴体部を表わす語句が少ないことに対し、中国語の諺

では、「腸」、「胃」、「腹」、「身」、「心」という嗣休部の語句が多い。日本語の諺では、茶を飲

むことは、頭部などの身体部位に対する影響が大きいと強調され、一方、中国語の諺では、茶
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を飲むことは、月|司休部の身休部位に及ぼす影響が大きいと強調されている。

両言語の諺を見てみると、日本語の諺では、人体部位を表わす茶と取り合わせの語句で、は、

頭部を表わすものが多く見られる。中では、諺は俗信、俗説という形で、茶は人聞の休にどん

な影響を及ぼすかを述べるものが多い。茶と人体部イ立の取り合わせで作られた比喰表現も多用

されている。また、嗣休部、四肢部を表わす語句もある。

一方、中国語の諺では、頭部を表わす語句より、胴体部を表わす語句のほうが多く見られる。

茶と月|司休部にある「腹」、「腸」、「心」、「身」の取り合わせで、茶と健康養生の関係を述べ、茶

と「口」の取り合わせで、茶の質・味を述べ、また、「茶」と「心」の取り合わせで、茶を飲

むことで結ぼれた友情関係などに言及している。

3.4 自然・天候・農業を表す語句

(日)TJ17 [朝茶は七里帰っても飲めJTJ18 [朝茶はそのHの祈紡JTJ19 [朝茶を飲むとその刊の難を逃れる」

TJ82 [ム土ムヰピに摘んだお茶を飲むと中風にかからなし、JTJ83 [担主に茶を飲めば火に崇るJTJ81 [担主のH

に茶を同さないJTJ85 [病目に茶を塗ったような且主JTJ86 [茶の主且を飲むと憎まれるJTJ8 [茶殻も且ヱ

しになる」

(中)TC65 [酒星墓且大，茶1[1且flKJTC14 [吃夢卜，附芸茶，大夫急、得満主証拠JTC7 [日以J茶不目見茶)氏子，坐

半不λい主民工JTC66 [山且竹里人家， i肯吾搬蕊黄芽JTC67 [亘山室多出名茶JTC68 [平地有好化，阜江有好茶」

TC69 [担亙足吋茶戸喜JTC70 [卑盆泣，当主脱売JTC71 [主直茶， i前llh弧JTC72 [車盟友芽，盆亙釆茶JTC73 [1] 

茶11':，夏茶尖」

日本語の諺では、「仁里」で空間を離れても、「その日」という時間帯で、朝茶を飲む重要性

を述べている。また、「八十八夜」で茶を摘んだり、「初午」で茶を飲んだり出したりすると、

不吉なことになると述べている。そして、「初穂」、「肥やし」は農業でよく見かけるものであ

り、茶の初穂を飲んではいけない、茶殻も肥やしになるとしづ考えも窺える。

一方、中国語の諺では、茶の栽情と関わる「山間」、「高山」といった自然環境や、「霧」ム、「川

ぬか雨」人、「啓塾」人、「穀雨J[2幻1、「清明」、「春」、「夏」といった天候は茶に与える影響を示して

し、る

中国語の諺の中で、自然環境、天候、農業関係に関する術語が多いことから、中国では、茶

の栽情と茶の採集時期、茶の生長環境がよほど重視されていることが窺える。天候に関し、特

に二十四節気においての「啓塾」、「穀雨」、「清明」は茶木の成長に対する影響が大きいことも

見られる。

両国とも、天候、農業と関わる茶を摘むことに言及している。ただ、日本語の諺は俗説とい

「八十八夜」は立存から八十八臼巨である。陰暦五月 ~-CI 頃にあたり、格種の適期とされるい茶所では茶摘みの最盛期とな

るc 円本独白日〕屑円である c (~広伴苑第 1，版~ 1998: 2149) 
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う形で、中国語の諺は農諺という形で述べている。また、日本語の諺では、時間と空間によっ

て、茶を飲まなくてはならない、飲んではいけないということが述べられている。それに対し、

中国語の諺では、茶の栽培、生長、採集に関する諺は数的に、日本語の諺より多い。中国は農

業をギな産業とする固なので、農作業に目を向け、農業生活で用いられる経験も数多く諺に反

映され、現在でもよく使われる「農諺」になるわけである。

3.5 人を表す語句

(日)T]5 r茶柱が寸今っとえができる」、T]6r茶柱が寸今っと主主がある」、 T]87rえ品が茶を飲めば風が吹く」、

T]88 r結婚の約束がまとまらぬ内は仲人に茶を刊すな」、 T]13r仲人にはお茶の代わりに昆布茶を刊す」、

T]89 r坦じムにはお茶をたくさん注ぐ」、 T]90r主とよ卒の摘んだ茶は同じ茶でも良し、」、 T]91r是主主主主を

待てば茶も冷ゆる」、 T]16r薄出色茶より勝り醒虫色空房よりはすぐれたり」、 T]92r主ム4宣」、 T]93r茶と

且止は絞るほど山る」

(中)TC11 r吃夢卜，喝差茶，大夫急得i両社JI隠J(大根を食べ、生妄茶を飲めば、医者は径Jを這い回るほど焦

る)、 TC74r夢卜就茶，左1得主主j荷地!促J(大根に茶、医者は痘い回るほど訟る)、 TC75r好茶敬よ阜， i欠茶等

主主J(よい茶は上等の貨客に差し上げ、劣る茶は常連客を狩つ)、 TC76r宣A人主主方来，多以茶相符J(遠方よ

りの客は、多くの場合茶で招待する)、 TC77r茶均五車五， 1闘方主墨ムJ(茶は花|干上、酒は色の仲人)、 TC78

「当 jノ三年茶博上，不会iSi，i活也会iSi，J(三年茶博士になり、口がうまくない人も口がうまくなる)、 TC79r服

着好人喝茶柄， m~着杯人投梶棒J (よい人に従うと、茶J出を飲み、思い人に従うと、枠で殴られる)、 TC80r以

来佳茶如生ムJ(従来佳茶は佳人の如し)

「人」を表わす取り合わせ語句の中で、両国の諺では、それぞれ様々な人物と人間像が諺の

中に登場している。その中で、両国ともに、「客」と「女」に言及している O 茶を入れること

は、客を招待する礼儀の一種として、両国の民衆に見なされる。一方、「久」と「茶」との切

っても切れない関係は、諺の中で明らかに反映している。日本語の諺では、女が摘む茶はおい

しいことが見られ、中国語の諺では、ムーをおいしい茶に喰えるということが見られる。そして、

日本語の諺では、俗信から見た日本人の生活習慣、礼儀作法などが窺える。中国語の諺では、

健康養生、人間同上の付き合いに対する戒めなどが窺える。

3.6 抽象及び行為を表す語句

(日)T]1 r茶柱が立っと盈皇がよし、」、 T]9r濃い茶B0)圭孟2韮」、 T]18r朝茶はそのHの宜並」、 T]19r朝

茶を飲むとそのHの難を逃れる」、 T]38r冗刊の朝お茶に梅干に入れて芥むと一年中の災難を免れる」、 T]91r家

を山る時茶を飲めば主主主にかからぬ」、 T]95r茶の木を植える時白分の監を火に植え込むと死ぬ」、 T]96r茶の

木を植えると亙ムが刊る」、 T]23r御強御飯にお茶をかけて食べると誌昼4に雨が降る」、 T]88r記昼の約束が

まとまらぬ内は仲人に茶を!-ドlすな」、 T]97r食後にお茶を飲まないと時っきになる」、 T]65r茶を脱水に使えば

立墨之となる」、 T]66r風呂の中でお茶を飲むと且;$が治る」、 T]75r茶をITHにつければ亘車が治る」、 T]82r八

十八伐に摘んだお茶を飲むと虫旦にかからない」、 T]17rよい茶の生主宜主」、 T]11r皇も十八，苔茶色山化」、
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TJ43 r主五二二のご馳走もお茶一杯」、 TJ98r余り茶に亙がある」

(中)1C3 r隔1I;(茶，圭泣蛇J(ー伐睦しの茶は蛇より毒がある)、 1C81r不喝小水多喝茶，不主並来不友J0!J 生

の水を飲まず、茶を多く飲み、下痢色せず、夏ばてもしなし、)、 1C82r吃jノ冗宵茶，男f故一仁入女生R麻:吃f冗

宵果，各人ミチペI:i百J(冗宵の茶を飲んだら、男は仕事、女は耳石麻を織り、冗宵の果物を食へ、それぞれの生き

る道を擬す)、 1C45r好茶一杯，韮t-Ijl百倍J(よい茶一杯、元気百倍)、 1C17r附了碧落春，韮迫増三分J(碧螺

春を飲むと、元気二:分増す)、 1C83r茶没叶子不如水，人没伐了ィ、如鬼J(茶は葉がないと、水にもかなわない、

人は金がないと、鬼にもかなわないc)、1C84r各人吃各茶，各庖各主主J(それぞ?れ円分の茶を飲み、守はそ

れぞれの菩躍を守る)、 1C85r人在ム宜在，人走茶就i京J(人がいるとき、人情色あり、人がいないと、茶色冷

えた)、 1C58r冷茶俄柄血盟主土J(冷茶飢餓酒腸を断じる薬)、 1C86r治茶腔柄，主主更久J(薄い茶は酒に勝り、

友誼も長く続く)

両言語の諺に見られる抽象および行為を表わす語句に関しては、日本語の諺では、年中行事

(七五三)、儀礼(婚姻、葬送)、健康、仏教などと関係する語句が多く見られるのに対し、中

国語の諺では、健康、年中行事(兄宵節)、人間関係(友誼)、仏教(菩薩)などと直接的か間

接的に関連する語句が見られる。

抽象を表わす語句に関しては、日本語の諺では、「縁起」、「難」、「災難」など仏教と関係の

ある語句が見られる (TJ4、TJl9、TJ38、TJ94)。仏教が伝米するとき、茶も遣唐僧によって日

本に持ってこられたので、ある。そして、茶は、「死人」、「結婚式」、「結婚J(TJ96、TJ23、TJ88)

としづ人生儀礼(婚姻、葬送)、「七五三J(TJ43) という年中行事;との密接な関連も窺える O

また、茶は「目の毒、気の薬」、「風邪」、「頭痛」、「中風」、 (TJ9、TJ66、TJ75、TJ82) という

健康養生とも関係している。そして、行為を表わす語句として、茶を飲まないと、「嘘つき」

(TJ97)になるというのがある。「書置きJ(TJ65)は茶で、すった塁を用いた丈書で、そのまま

遺書になって、その人が死ぬことになる。ところで、俗信とは関係せず、茶を飲む方法として、

よい茶は飲んだら、ゆっくり置いて楽しんだほうがよいといっている (TJ47)。そして、 TJ98

の「余り茶」は茶筒の底に残った茶のことである。「福」があるというのは思いがけなくよい

ものが残る喰えである。

方、中国語の諺 TC81では、「毒J(毒)、「位稀J(下対u)、「友熔J(暑気あたり)といった

マイナスイメージの語句の引き立て役に、宵越しの茶を飲んではいけない、生の水を飲み、茶

を飲まなかったら、悪い結果をもたらすと示唆し、正確な茶の飲み方を際¥rたせているのであ

る。そして、 TC82では、年中行事の「元宵廿J(お祭りの一種)に言及し、茶は普段の日常生

活で欠かせないものとして扱われる O また、 TC83では、茶は、茶の葉がないと、水にも及ばな

いし、このことは、人が金がないと、地獄で一番地位の低い鬼にも及ばないことに似通ってい

ると述べている。 TC84では、人聞がそれぞれ向分の茶を飲むことと、寺のお局さんが向分の寺

の菩薩を守ることは、人聞が自分のことしかかまわないことに当たるといっている。そのほか、

TC58では、健康養生の面から言うと、茶を飲むと、「精神J(元気)にもなるが、しかし、冷た

い茶を飲んだら、かえって体に悪いことをもたらすという「断腸罰J(腸を断じる薬)効果が
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あると語っている。さらに、 TC85、TC86では、「人情J(人間同士の感情)、「友直J(友情)と

いった人間関係を表わす語句も見られる。

4.まとめ

4. 1 両言語の「茶j に関する諺に見られる取り合わせ語句の出現頻度

両言語の「茶」に関する諺を組みすてる語句は事項月iJによって、動植物、火食住、人、時空、

身体、抽象及び行為の六項目に分けてみる。諺の中で各事項別に見られる語句の分イh会はどのよ

うな形で構成されているかを下記の図 4.1-1で示す。

図4.1-1 両言語の茶に関する諺に現れる取り合わせ語句の分布

語句の項目種類

語句の出現頗度の高低による順位はそれぞれ、日本語の諺では、「衣食住」、「抽象及び行為」、

「人休」、「人」、「向然・天候・「農業」、「動植物」であり、中国語の諺では、「火食住」、「向然・

天候・農業」、「抽象及び行為」、「人体」、「人」、「動植物」であることが見られる O 一つの諺に

含まれる取り合わせ語句が つのカテゴリーだけに限らないため、見られた各項Hを表わす取

り合わせ語句も諺の総数より多い。

これによると、日本語の諺も中国語の諺も出現頻度が一番高いのは「火食住」に関する語句

である。

両国の民衆にとって、「茶」は、やはり人聞の身の回りにある日常生活の「火食住」と密接

な関係があると考えられる。「衣食住」の語句が含まれる日本語の諺は中国語の諺より数的に

少し多い。ただ、「動植物」と「向然・天候・農業」と関わる語句では、日本語の諺が中国語

の諺より少ないことから、中国の方が、茶の栽情事情を動物に喰え、茶の栽晴、生長などを大

いに重視していることが分かる O また、「人休」と「人」を表す取り合わせ語句の場合、日中



- 43 -

両言語の諺聞では数的に格差が小く、茶の人休への影響、茶と人との関係は両国ともに同程度

あることが窺える。ただ、「人体」と「人」を表す語句の中で、それぞれ、茶の諺におけるJE

味が異なることは当然である O 同じ人休部位や同じ人を表わす語句を用いても、諺に現れてい

る内容が全く異なる場合がある。

また、取り合わせ語句が両言語の諺における百分率を、それぞれ下記の図 4.1-2 (日)と図

4. 1-3 (中)の円グラフで表してみる。

図4.1-2 日本語の茶に関する諺に見られる取り合わせ語句の割合
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図4.1-3 中国語の茶に関する諺に見られる取り合わせ語句の割合
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まず、日本語の「茶」に関する諺に見られる各項Hを表わす取り合わせ語句を六つの部分に

分けて見る。その順位の中で、一番高い割合を持っているのは「衣食住」を表わす取り合わせ

語句であり、 57.3%を示している O 茶は人聞の日常生活と密着していることが窺える。また、

「抽象及び行為」を表わす取り合わせ語句は令体の 15.3%を占めており、日本の「茶」に関す

る俗イ言及び俗説も普段多く見られることが分かる。「人休」を表わす取り合わせ語句は全休の
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11. 4%を示している。茶が人休への影響や人休と茶の組み合わせによる比伶表現がいくつか見

られる。また、「人」と「自然・天候・農業」はそれぞれ 11.4%と 8.4%を示しており、茶と

人との関係、茶と向然・天候・及び農業との関わりが窺える。

一方、中国語の「茶」に関する諺に見られる各項目を表わす取りノ合わせ語句は六つの部分に

分けて見る。その順位の中で、全休の半分以上の比率を示しているのは「火食住」を表わす取

り合わせ語句であり、 52.8%の割合である。それに次いで、「自然・天候・農業」を表わす取

り合わせ語句が全休の 13%を示している。このことから、中国では、茶の栽培、摘み取りなど

が自然、気候、農業に深い関係があると考えることができる。すなわち、中国人は茶と「自然・

天候・農業」の関係を重視している。また、同じ比率を持っているのは「人休」と「抽象及び

行為」を表わす語句である。中国人から見ても、茶は人体に影響を及ぼすことは確かであり、

人聞社会における義理・人情及び人聞の行為なども茶と関係していることが窺える人」を

表わす取り合わせ語句は全体の 7.測を示し「動植物」を表わす取り合わせ語句は令体の 5.7%

を示しており、それぞれ茶と人、茶と動植物の関係が窺える。

この結果、両言語の「茶」に関する諺に「衣食住」を表わす語句が一番多いことから、茶は、

人聞の日常生活と密接な関係にあることが窺え、「動植物」を表わす語句が会番少ないことか

ら、「茶」と動植物どの関連付けが薄いと考えることができる。この二つの点は、両言語の「茶」

に関する諺に見られる共辿点であるといえる。「人休」と「人」を表わす語句の数は両言語の

諺において、それほど大きな格差が見られなかった。

4.2 両言語の「茶」に関する諺に見られる取り合わせ語句の特徴

以上の両言語の茶に関する諺を組み¥rてている取り合わせ語句の特徴をまとめてみると、下

記の表4.2-1の通りである。

表 4.2-1両言語の「茶」に関する諺に見られる取り合わせ語句の特徴

¥¥  日本語の諺 中国語の諺

動 動物 動物を表わす語句が少ない。 動物を表わす語句が多い。

植 茶を「草j に町議え、摘む時期を強調し

物 植物 植物を表わす語句がない。 ている。

衣
「着物」と「袖」は茶との取り合わ

せで、昔の社会を反映している。

衣
茶の構成、茶の味、茶の品種、茶と食べ物の関係、噌好品、茶の品質、茶の

食
庖などを表わす語句が諺の中に反映されている。

住
食 「茶漬け」と「朝茶」が多く見られ 茶の品種、名称、噌好品「酒」に関す

る。また、馴染み深い海の魚も取り る語句が割合と多く示されている。茶
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上げられる。 の栽培と関わる語句が見られる。

茶を飲む道具と関連のある語句が 比喰表現で、茶は家具などとの関係が
器具
多く見られる。 述べられている。

住 部屋にある各部分が見られる。

頭部に関する語句が割合と多く見 頭部と胴体部に関する語句が多い。主

人体 られ、「腹心「瞬j、「心」、「腫」を に、茶の正確な飲み方、茶の養生作用、

使った比喰が見られる。 茶と人間関係が見られる

自然・天 日本独自の暦日と関わる語句が見 茶の栽培と生長環境に関わる二十四

候・農業 られる。 節気を表わす語句が見られる。

茶を飲む礼儀作法を述べている。

人

茶の俗信、家族関係が見られる。 色事、女に喰える語句が窺える。

年中行事、健康、仏教において、茶の役割を述べている。
抽象及び

行為
七五コ、冠婚葬祭、茶の俗信が取り 元宵節、人間関係が取り上げられてい

上げられている。 る。

諺の中で、取り合わせ語句が使われる数の多さによって、諺を創作する時、どんなことが民

衆に親しまれているかが窺える (cf. 金子、『評論~ 1983， pp1-2)。具体的に今回の分析にあた

り、取り合わせ語句を表わす項Hから、次のような特徴が見られる。

まず、「動植物」を表わす取り合わせ語句に関しては、日本語の諺でも、中国語の諺でも、

メタファーが用いられているところは共辿点である。ただ、中国語の諺は、様々な動物で茶の

生長と茶を飲む注意点を述べていることに対し、日本語の諺では、茶から茶と全くと関わりの

ない物事の道理を導き印Iしている。

また、「衣」を表わす取り合わせ語句に関しては、日本語の諺では、日本の伝統的な「着物」

と「袖」を取り上げ、茶との取り合わせで、昔の遊女の生活が反映されている。 会方、中国語

の諺では、衣と対応し、茶と関連のある諺が見当たらない。「食」を表わす取り合わせ語句が

多く見られる O 日本語の諺では、「茶漬け」のような日本特有の食べ物を取り上げ、 J魚、関係の

語句と茶の関わりが窺え、中国語の諺では、中国では茶の栽情が盛んに行われ、茶の製法も異

なるため、茶の品種の多さが窺える。「器具」を表わす取り合わせ語句に関しては、茶を挽く

「茶IClJと「茶碗」が多く見られ、俗説・俗信として現れる諺が多い。このように、両言語の

諺は茶の文化を背景とした興味深い比伶表現を形成している。

「住居」を表わす取り合わせ語句に関しては、日本語の諺では、部屋の各部分を表わす語句

が諺に登場している。中には、俗説もあれば、比愉表現もある。 会方、中国語の「茶」に聞す
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る諺では、「住居」を表わす語句が見当たらない。

「人体」を表わす取り合わせ語句に関しては、日本語の諺では、頭部の部位、例えば、「白髪」、

「喉」、「量」、 It::l Jが多く見られ、俗信と比伶表現も多く見られる。 一方、中国語の諺では、

健康養生の立場から、胴体部を表わす語句が割合多く見られる。

「向然・天候・農業」を表わす取り合わせ語句に関しては、日本語の諺では、日本独自の行

事と暦日を表わす語句が見られ、中国語の諺では、茶の栽晴、成長環境と関わる二十四節が見

られる。

「人」を表わす取り合わせ語句に関しては、両言語の諺は共に茶を飲む礼儀作法に言及して

いる。日本語の諺では、また茶に関する俗信を述べ、中国語の諺では、「医者」と茶の養生効

果、茶と色事の関連、人間付き合いの注怠点などを述べている。

「抽象及び行為」を表わす取り合わせ語句に関しては、両言語の諺は共に年中行事:(日本は

七五三、中国はλ宵)、健康、仏教に言及している。日本語の諺は茶の俗信、俗説という形で

現れることが多いので、茶を飲む禁忌を述べている。中国語の諺では、中国人は人間関係に対

する考え方、中国の官界現状、中国人の現実的な見方を述べている。
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